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─亀田郷管内 多面的機能支払交付金─
特色ある農村環境保全活動紹介

景観形成（(施設への植栽）_横越東町 啓発普及（学校教育等との連携）_北山 生態系保全（希少種の監視）_海老ケ瀬

景観形成（施設への植栽）_舞平 生態系保全（生物の生息状況把握）_二本木 啓発普及（地域住民との交流活動）_茅野山

防災・減災力の強化（田んぼダム点検）_天野 啓発普及（学校教育等との連携）_楚川 水質保全（水質調査）_小杉下

主な内容 ———————— 組合員数 4,567人（平成29年3月31日現在）

● 平成28年度決算報告・事業報告
● 平成29年度臨時総代会開催報告
● 亀田郷一斉清掃開催報告

横　越 941／大江山 781／亀　田 704
両　川 454／曽野木 482／鳥屋野 184
山　潟 221／石　山 232／大　形 568
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（単位：円）

平成28年度　決算概要
１．一般会計収支決算書

収 入 決 算 額	  1,714,387,650 円
支 出 決 算 額	  1,604,425,061 円
差引次年度繰越	  109,962,589 円

平成 28 年度　決 　 算 　 報 　 告
平成28年度の一般会計並びに特別会計を合わせた総

収入額は、21億9,874万円、総支出額は、20億8,877万
円となりました。

一般会計の収入では、組合費は 4 億5,557万円、納入
率は99.8％となりました。未納は64万円でした。

補助金・負担金・助成金は、 2 億4,699万円となりま
した。鳥屋野潟浄化対策事業や親松排水機場運転操作
業務などの受託金は、総額で 2 億9,503万円でした。基
金繰入は 3 億3,376万円で、支出額が確定したことなど
により予算比6,668万円の減額となりました。また、県
営事業分担金として5,913万円を日本政策金融公庫より
借り入れました。収入全体では、予算額に比べ 3 億
3,775万円の減額となりました。大きな要因は、受託事
業を翌年度へ繰り越したことなどによるものです。

次に支出ですが、事務費は予算比5,213万円減額の 4
億977万円、維持管理費は予算比5,688万円減額の 2 億
3,825万円、団体営事業・県営事業分担金・県営附帯事
業などの事業費関係は予算比1,322万円減額の 2 億
9,646万円でした。

経常費の経費節減と、受託事業の事務費・工事雑費

の戻し入れ、維持管理費の揚水ポンプ夜間停止による
電気代の節約などで繰越金を出し、平成29年度当初予
算額通り3,000万円は繰り越しており、決算確定後の
7,996万円は、補正予算で共通基金へ2,131万円、財政
調整基金へ5,865万円をそれぞれ積み立てています。

基金につきましては、共通基金6,731万円の増額（預
かり敷金除く）、各区基金では5,234万円の減額、決済
金積立金5,275万円の減額、財政調整基金1,912万円の
減額、退職給与積立金2,039万円の増額、発電施設管理
積立金392万円の増額となりました。また、出張所建
物敷地を売却した代金を、新たに建物等更新積立金を
設けて9,879万円を積み立てました。

以上が、平成28年度の収支決算の概略です。
なお、平成29年 3 月末現在の組合員数は4,567名で、

前年度より50名減っています。
農地面積につきましては、田・畑合わせて13ヘク

タールほど減り、4,234ヘクタールになりました。
一般会計・特別会計の収支決算、資産・負債等の詳

細につきましては、下記表をご覧ください。

科　目 本年度決算額 本年度予算額 比較増減 付　記

収
入
の
部

1 . 組 合 費 455,574,166 454,837,000 737,166 共通（全郷）、各区（1区・2区・5区）

2 . 補 助 金 179,511,500 179,512,000 −500 水利施設整備事業、農業水利施設保全合理化施設計画策定事業、震災対策農業水利施設点
検・調査計画事業、国営造成施設管理体制整備促進事業ほか

3 . 負 担 金 50,797,763 50,622,000 175,763 親松排水機場、水利施設整備事業費、適正化事業費ほか
4 . 助 成 金 16,687,986 18,106,000 −1,418,014 都市排水負担金、水利システム、浄化用水導入
5 . 諸 収 入 15,013,623 3,929,000 11,084,623 未収賦課金、預金利子、雑入ほか

6 . 受 託 金 295,039,381 576,210,000 −281,170,619 用排水路移設補償工事、親松排水機場管理事業、浄化対策、機場管理、田んぼダム排水施
設設置工事、多面的機能支払交付金事業支援業務ほか

7 . 財 産 収 入 104,805,690 104,815,000 −9,310 出張所建物土地売却、農林中央金庫出資配当金ほか
8 . 立 替 金 戻 入 0 10,000 −10,000 
9 . 繰 入 金 116,018,154 116,223,000 −204,846 管財特別会計、特別会計亀田郷発電事業費より
10. 基 金 繰 入 333,768,899 400,453,000 −66,684,101 共通基金、各区基金、決済金積立、退給積立、財政調整基金
11. 繰 越 金 88,035,488 88,036,000 −512 平成27年度より
12. 借 入 金 59,135,000 59,386,000 −251,000 県営事業分担金　基幹水利施設ストックマネジメント事業ほか

収　入　合　計 1,714,387,650 2,052,139,000 −337,751,350 

支
出
の
部

1 . 役 員 給 与 30,164,787 32,715,000 −2,550,213 役員報酬、旅費
2 . 会 議 費 2,850,247 6,588,000 −3,737,753 実費弁償、議案書印刷代ほか
3 . 事 務 費 409,770,350 461,909,000 −52,138,650 職員給与、需用費、出張所費、自動車費、事業対策費、法定負担金、福利厚生費ほか
4 . 総 代 選 挙 費 0 10,000 −10,000 
5 . 財 産 費 190,647,992 193,432,000 −2,784,008 償還基金積立金、財政調整基金積立金ほか
6 . 負 担 金 3,144,700 3,378,000 −233,300 新潟県土地改良事業団体連合会、中東蒲原土地改良協議会ほか
7 . 交 付 金 800,000 800,000 0 組合費徴収手数料
8 . 工 区 費 85,190,000 85,190,000 0 通常工区費、特別工区費
9 . 維 持 管 理 費 238,255,134 295,136,000 −56,880,866 揚排水機、共通各区道水路管理、適正化事業、浄化用水導入事業ほか

10. 事 業 費 212,298,092 218,288,000 −5,989,908 水利施設整備事業、農業水利施設保全合理化施設計画策定事業、農業水利施設保全合理化
管理省力化施設整備事業、市単農業土木事業ほか

11. 県 営 事 業 分 担 金 84,067,479 89,407,000 −5,339,521 機場管理、流域水質保全機能増進、基幹水利施設ストックマネジメント
12. 県 営 附 帯 事 業 費 100,984 2,000,000 −1,899,016 県営施設計画策定業務
13. 立 替 金 0 10,000 −10,000 

14. 受 託 費 295,039,381 576,210,000 −281,170,619 用排水路移設補償工事、親松排水機場管理事業、浄化対策事業、機場管理事業、多面的機
能支払交付金事業支援業務ほか

15. 負 債 償 還 6,647,299 6,695,000 −47,701 償還元金・利子
16. 諸 支 出 23,880,798 55,791,000 −31,910,202 （一財）亀田郷地域センター助成、固定資産税、啓発情報費、組合費還付ほか
17. 退 職 給 与 金 9,425 20,000 −10,575 役員退職給与金
18. 繰 出 金 21,558,393 21,560,000 −1,607 環境用水利活用事業、農業基盤整備促進事業、管財特別会計維持管理繰出
19. 予 備 費 0 3,000,000 −3,000,000 

支　出　合　計 1,604,425,061 2,052,139,000 −444,713,939 
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平成29年 7 月21日亀田郷土地改良区大ホールにおいて、平成29年度第 1 回臨時総代会が開催され、議長に波多野
誠一総代（曽野木）、副議長に佐藤誠一総代（横越）を選出し、平成28年度決算報告ほか10議案について原案どお
り議決・承認されました。

平成29年度　第 1回臨時総代会（平成29年 7 月21日）
付 議 事 項
認第１号	 専決処分の承認について
認第２号	 �平成28年度事業報告書・収支決算書・財産目録および基金積立

金収支状況報告書の承認について
報第１号	 平成28年度一般会計受託費の繰越明許費の報告について
報第２号	 監査報告について
議第１号	 �平成29年度受託事業（田んぼダム排水施設設置工事）について
議第２号	 平成29年度受託事業（用排水路移設補償工事）について
議第３号	 規約の一部改正について
議第４号	 業務運営細則の一部改正について
認第３号	 財産の取得または処分に関する細則の一部改正について
議第５号	 平成29年度長期借入の変更について
議第６号	 平成29年度収支補正予算案について

平成2 9年度　臨時総代会開催報告

２．特別会計収支決算書 ３．資　　　産

４．負　　　債

５．地区別農地面積および組合員の状況

（単位：円） （単位：円）

（単位：円）

（単位：㎡）

会　　　計 収入決算額 支出決算額 差引次年度繰越
1 . 管 財 特 別 会 計 335,455,962 335,455,962 0 
2 . 決 済 金 特 別 会 計 49,958,319 49,958,319 0 
3 . 特 別 会 計 環 境 用 水

利 活 用 事 業 費 3,583,509 3,583,509 0 

4 . 特 別 会 計 亀 田 郷
発 電 事 業 費 34,973,568 34,973,568 0 

5 . 特 別 会 計 亀 田 郷 地 区
農業基盤整備促進事業費 26,940,000 26,940,000 0 

6 . 特 別 会 計 農 地 耕 作
条 件 改 善 事 業 費 33,442,000 33,442,000 0 

合　　　計 484,353,358 484,353,358 0 

1 ．流動資産 110,608,210 
　　　　現金及び預金 109,962,589 
　　　　未収賦課金等 645,621 
　　　　短期未収金 0 
2 ．固定資産 5,456,555,375 
　　（1）有形固定資産 752,544,884 
　　　　　土地 434,724,253 
　　　　　建物 303,748,000 
　　　　　機械器具 3,924,000 
　　　　　備品 10,148,631 
　　（2）その他固定資産 4,704,010,491 
　　　　　基本財産 100,106,600 
　　　　　保険積立金 199,999,559 
　　　　　特定資産 4,403,904,332 
　　　　　　償還基金積立金（共通） 354,233,112 
　　　　　　償還基金積立金（各区） 1,316,245,897 
　　　　　　決済金積立金 1,168,805,647 
　　　　　　財政調整基金 822,274,555 
　　　　　　退職給与積立金 626,959,376 
　　　　　　施設管理積立金 15,641,624 
　　　　　　建物等更新積立金 98,796,000 
　　　　　　長期未収賦課金等 948,121 

合　　　計 5,567,163,585 

1 ．流動負債 0 
　　　　未払金 0 
2 ．固定負債 3,689,547,017 
　　　　公庫資金等長期借入金 108,865,361 
　　　　積立金 3,519,291,429 
　　　　　　償還基金積立金（共通） 292,842,885 
　　　　　　償還基金積立金（各区） 1,316,245,897 
　　　　　　決済金積立金 1,168,805,647 
　　　　　　退職給与積立金 626,959,376 
　　　　　　施設管理積立金 15,641,624 
　　　　　　建物等更新積立金 98,796,000 
　　　　長期預り金 61,390,227 

合　　　計 3,689,547,017 

区分
地区名

組合員数
（人）

地区内農地面積 その他
合　　計

田 畑 計 農道・水路ほか
第 1 区（横　越） 941 8,818,819 904,698 9,723,517 2,043,801 11,767,318
第 2 区（大江山） 781 6,369,874 992,422 7,362,296 1,430,101 8,792,397
第 3 区（亀　田） 704 6,635,196 825,788 7,460,984 1,117,456 8,578,440
第 4 区（両　川） 454 5,421,560 627,722 6,049,282 423,656 6,472,938
第 5 区（曽野木） 482 5,539,060 561,176 6,100,236 1,192,647 7,292,883
第 6 区（鳥屋野） 184 199,354 137,480 336,834 1,072,434 1,409,268
第 7 区（山　潟） 221 1,313,629 111,668 1,425,297 634,154 2,059,451
第 8 区（石　山） 232 486,162 179,184 665,346 1,083,986 1,749,332
第 9 区（大　形） 568 2,684,038 539,693 3,223,731 877,765 4,101,496

計 4,567 37,467,692 4,879,831 42,347,523 9,876,000 52,223,523
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平成 28 年度　　事 　 業 　 報 　 告
⑦�震災対策農業水利施設点検・調査計画事業
　亀田郷 2 期地区
　災害に強い農村づくりを推進するため、農業用排水路
に付帯する農道橋の耐震点検調査1.0式を実施しました。
⑧土地改良施設維持管理適正化事業
　蔵岡揚水機場・茗荷谷揚水機場のポンプ設備補修1.0
式を施工し、施設の保全と維持管理の軽減を図りました。
⑨県単農業農村整備事業
　亀田排水路除塵機補修1.0式を実施し、施設の保全と
維持管理の軽減を図りました。
⑩新潟市農業土木支援事業
　 4つの工区で用排水路工を実施し、なお 2つの工区で
原材料を購入し維持修繕工事を実施しました。
【維持管理事業】
①共通路線
　工事費31,761千円（61件）、及び応急工事として2,233千
円（ 9 件）を実施し、施設の維持修繕を図りました。
②各区路線
　109件、42,628千円で維持修繕工事を実施しました。
③環境用水利活用事業
　舞潟揚水機場から非かんがい期に環境用水を導入し
て、郷内西側の農業用排水路の水質浄化・景観及び生態
系の保全を図りました。
④亀田郷発電事業
　小松堀排水路の法面及び松山の土地改良区用地を利
用して約800kＷの発電施設を設置し、地球温暖化防止
や持続可能な社会構築を目指しました。併せて発電電力
の売電により維持管理費の負担軽減を図りました。
【受託事業】
①新潟県土木部	 鳥屋野潟及び栗の木川浄化対策
②新潟県農地部	 管理体制整備の推進活動
③新潟県農地部	 親松排水機場運転操作管理
④新潟県農地部	 大渕地区農地集積経営体意向調査
⑤新潟市	 本所・蔵岡排水機場の運転管理
⑥新潟市	 �市道・県道整備に係る用排水路移設

補償工事
⑦新潟市	 田んぼダム排水施設設置工事
⑧活動組織・広域活動組織
	 �多面的機能支払交付金事業に係る報

告書類等の確認・作成などの支援業務
【県営事業】
①地盤沈下対策事業
　新潟南部 8 期地区
　用水路工として阿賀用水路延長148m、排水路工は天
野排水路延長113mをそれぞれ実施しました。整備完了
後は用水不足及び排水不良を解消し事業効果を発揮して
います。事業進捗率は76.9％です。
亀田郷阿賀地区
　阿賀用水路の測量設計1.0式及び用水路工延長100mを
実施しました。事業進捗率は4.0％です。
②�かんがい排水事業（流域水質保全機能増進）
　亀田郷第 2 地区
　大渕排水路、海老ヶ瀬排水路の水質調査を実施しまし

○水管理の状況
【用水】本用水は、沢海揚水機場 4月19日、竹尾揚水機
場4月20日、舞潟揚水機場 4月22日、両川揚水機場 4月
24日で開始し、 8月31日にすべての揚水機場の運転を終
了しました。経費節減のため管理期における夜間や降雨
時には運転の停止を行い、揚水機場11ヶ所の運転時間が
30,520.5h、電力量が5,556,260kwhとなり、過去 5ヵ年平
均と比較して1,317.2h及び285,605kwh少なくなりました。
【排水】平成28年度の年間降水量は1,383.5mmで過去 5ヵ
年平均と比較して519.7mm少なくなりました。本所・蔵岡
排水機場は 7月3日から12月9日、二本木排水機場は 5
月27日から2月17日までの間で運転し、的確な運転によ
り管内の湛水･浸水被害を防止することができました。平
成27年度と比較して運転日数で 6日増え、運転時間は49
時間でした。
○事業の実施状況
【団体営事業】
①国営造成施設管理体制整備促進事業
（管理体制整備型）　阿賀野川左岸地区
　郷内11地区で地元管理組織と維持管理協定を締結し
て、地域住民が農業用施設の役割を理解し維持管理を
実施しました。
②水利施設整備事業
（基幹水利施設保全型）二本木地区
　二本木排水路家屋調査1.0式及び排水路工延長621.3m
を実施し、農業用施設の機能保全を図りました。
（地域農業水利施設保全型）海老ケ瀬地区
　海老ケ瀬 1号排水路補修工延長627.0mを実施し、農
業用施設の機能保全を図りました。
③農業基盤整備促進事業　亀田郷第 2 地区
　ほ場の畦抜きによる区画拡大と排水不良の解消を目指
し、区画拡大の面積18.2ha･暗渠排水の面積5.7haをそれ
ぞれ実施しました。農家の規模拡大･利用集積の促進と
作業効率の向上、維持管理の軽減を図りました。
④農地耕作条件改善事業
　農地を集積・集約化するため農地中間管理機構と連携
し、区画拡大面積24.4ha・暗渠排水面積3.1haをそれぞれ
実施し、作業効率の向上・維持管理の軽減を図りました。
⑤農業水利施設保全合理化事業
（施設計画策定）亀田郷第 5地区
　亀田郷第 5地区で郷内基幹水利施設19路線の施設計
画1.0式を策定しました。
（管理省力化施設整備）亀田郷水利システム地区
　郷内10ヶ所の揚水機場の監視・制御装置の改修1.0式
を実施しました。
（管理省力化施設整備）久蔵興野地区
　四ヶ字用水路分岐 久蔵興野用水路配水調整バルブ設
置1.0式を実施しました。
⑥�農業用施設等災害管理対策事業　二本木排水路地区
　二本木排水路周辺の宅地開発が進み公園などが隣接
しているため、安全防護柵を設置し地域住民の安全確保
を図りました。
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平成28年度　団体営事業等の施工状況

区
分 事　業　名 地　区　名 施　　設 工事内容 事業量 本年度事業費

（千円） 備　考

補
　
　
　
　
助

国営造成施設管理体制
整備促進事業（管理体制整備型） 阿賀野川左岸

多面的経費補助 － 1.0式 19,820 
H12～H29

計 19,820 

水利施設整備事業
二　 本　 木 二本木排水路

事 前 家 屋 調 査 1.0式 8,590 H28
排 水 路 工 L=621.3m 47,764 H27～H30

海 老 ヶ 瀬 海老ヶ瀬１号排水路 排 水 路 工 L=627.0m 52,040 H27～H28
計 108,394 

農業基盤整備促進事業 亀 田 郷 第 ２
簡易ほ場整備

区 画 拡 大 A=18.2ha
26,940 

H28暗 渠 排 水 A=5.7ha
計 26,940 

農地耕作条件改善事業
和 田
木津・二本木
亀田長潟・西野

簡易ほ場整備
区 画 拡 大 A=24.4ha

33,358 
H28暗 渠 排 水 A=3.1ha

計 33,358 

農業水利施設保全合理化事業

亀 田 郷 第 5 用排水路19路線 施 設 計 画 策 定 1.0式 25,230 

H28
亀田郷水利システム 揚水機場10カ所 監 視・ 制 御 装 置 改 修 10カ所 17,425 
久  蔵  興  野 久蔵興野用水路 配 水 調 整 バ ル ブ 設 置 1.0式 8,431 

計 51,086 

農業用施設等災害管理対策事業 二本木排水路
二本木排水路 転 落 防 止 柵 設 置 L=80.7m 2,309 

H28
計 2,309 

震災対策農業水利施設点検・
調査計画事業 亀 田 郷 ２ 期

農道橋5カ所 農 道 橋 耐 震 点 検 調 査 1.0式 21,697 
H28

計 21,697 

土地改良施設維持管理適正化事業 −
茗荷谷揚水機場 ポ ン プ 設 備 補 修 1.0式 12,510 H28
蔵岡揚水機場 ポ ン プ 設 備 補 修 1.0式 3,701 H28

計 16,211 

県単農業農村整備事業 城 山 ２ 期
亀田排水路除塵機 除 塵 機 補 修 1.0式 8,322 

H28
計 8,322 

新潟市農業土木支援事業 各　 工　 区
用排水路・農道 用排水路工・原材料購入 1.0式 15,540 

H28
計 15,540 

維
持
管
理

共通工事 共通路線 施 設 整 備 ・ 管 理 1.0式 81,903 

H28
各区工事 １区～９区各区路線 施 設 整 備 ・ 管 理 1.0式 42,682 

環境用水利活用事業 環境用水通水路線 用 水 管 理・啓 発 普 及 1.0式 3,583 
亀田郷発電事業 小松堀・松山　太陽光発電施設 維持管理費・建設費償還 1.0式 34,974 

受
　
　
託

受 託 事 業 名 委　託　者 事　業　の　内　容 事　業　費 期　間
鳥屋野潟・栗の木川浄化対策 新　 潟　 県 （鳥屋野潟・栗の木川）水質浄化のための竹尾機場及び本所河川ゲートの運転操作 19,428 4月～3月
管理体制整備推進活動 新　 潟　 県 管理体制整備の推進活動（広報・啓発等） 115 4月～3月
親松排水機場運転管理 新　 潟　 県 親松排水機場の運転操作・保守点検・除塵作業 63,042 4月～3月
大渕地区経営体等の意向調査 新　 潟　 県 ほ場整備地区で耕作する認定農業者の集積面積及び経営耕地面積等の調査 78 12月～3月
本所・蔵岡排水機場運転管理 新　 潟　 市 本所・蔵岡排水機場の運転管理 13,543 4月～3月
用排水路移設補償工事及び測量設計 新　 潟　 市 市道・県道整備に係る用排水路移設工事及び測量設計 308,680 5月～3月
田んぼダム排水施設設置工事 新　 潟　 市 田んぼダム排水施設の設置工事 6,521 10月～3月

多面的機能支払交付金事業支援業務 活 動 組 織
広域活動組織 多面的機能支払交付金事業に係る報告書類等の確認・作成・提出などの事業支援業務 11,437 4月～3月

平成28年度　県営事業の実施状況

区
分 事　業　名 地　区　名 施　　設 工事内容 事業量 本年度事業費

（千円） 備　考

県
　
　
営

地盤沈下対策事業
新潟南部８期 阿賀幹線用水路･天野排水路 用 排 水 路 工 等 Ｌ=261m 587,338 H21～H31
亀田郷阿賀地区 阿賀幹線用水路 用 水 路 工 等 L=100m 103,027 H28～H35

かんがい排水事業 亀 田 郷 第 ２ 大渕排水路・海老ヶ瀬排水路 水 質 調 査 1.0式 2,153 H20～H28
基幹水利施設ストックマネジメント事業 亀　 田　 郷 丸山排水路・糸魚堀排水路・本所排水路 排 水 路 工 等 L=763m 327,327 H26～H31
農業用河川工作物応急対策事業 沢海揚水機場 沢海揚水機場取水樋管 測 量 試 験 等 1.0式 11,999 H27～H30

た。本年度で事業が完了し、整備完了後は
排水不良を解消しました。
③�基幹水利施設ストックマネジメント事業　

亀田郷地区
　排水路工として丸山排水路延長538m、
糸魚堀排水路延長60m、本所排水路延長
165m及び事前家屋調査1.0式を実施しまし
た。事業進捗率は28.4%です。
④農業用河川工作物応急対策事業
　沢海揚水機場地区
　樋門の補修工1.0式、測量設計1.0式を実施しました。
事業進捗率は22.5％です。

団体営水利施設整備事業（基幹水利施設保全型）　二本木地区
排水フリュームを施工した二本木排水路

県営基幹水利施設ストックマネジメント事業　亀田郷地区
防食処理工法（コンクリートパネル）で補修した本所排水路
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亀田郷一斉清掃の開催
去る 6 月 4 日（日）午前 9 時から今年で15回目となる「亀田郷一斉清掃」が実施されました。特に田んぼや畑と

いった農地周辺の環境維持のため、当日は農家の方、各工区・分区の役員、各自治会、新潟市職員、東日本高速道
路（株）、亀田郷建設業協会など主催・参加・協力団体の皆さん1,245人が全郷にわたり18班に分かれ、高速道路沿
線や水路、農道などのゴミ拾いを行いました。

収集されたゴミは、一般ゴミが6.5トン（うち燃えるゴミ4.1トン、燃
えないゴミ2.4トン）、粗大ゴミがタイヤ81本、テレビ19台、冷蔵庫 4 台、
自転車 6 台など処理費に40万円も要しました。これを新潟市と東日本高
速道路(株)と土地改良区の三者で負担しました。

不法投棄のない地域を目指すべく地域住民の皆さま、そして引き続き
組合員皆さまのご協力をお願いします。

ご参加された皆様、大変お疲れ様でした。ありがとうございました。
この紙面を借りてお礼を申し上げます。

平成29年度賦課額（10a当たり）

平成29年度　組 合 費
令書発行　　10　月　５　日

納　　期　　10　月　20　日
・現金納入の場合は10月20日までに納めてください。
・口座振替の場合は10月20日に引き落とされます。

一般会計（円） 計（円） 備　　考共 通 費 各 区 費
第 1 区（横　越） 11,500 500 12,000 畑（10a）につい

ては定款第 24 条
に よ り 田 の 100
分の 25 の額（共
通 2,875 円、 各
区 125 円）

第 2 区（大江山） 11,500 500 12,000
第 3 区（亀　田） 11,500 11,500
第 4 区（両　川） 11,500 11,500
第 5 区（曽野木） 11,500 500 12,000
第 6 区（鳥屋野） 11,500 11,500
第 7 区（山　潟） 11,500 11,500
第 8 区（石　山） 11,500 11,500
第 9 区（大　形） 11,500 11,500

短　　　信
4 月	 4 日	役員（理事）総選挙 選挙会
	 11日	�役員（理事）総選挙 当選人確定

公告
	 〃	理事会（新理事就任）
	 25日	監事会
	 〃	事業部会
	 26日	総務部会
	 〃	理事会
5月	 17日	亀田郷不法投棄連絡協議会幹事会
	 〃	�親松排水機場管理運営委員会・

県営事業説明会

	 25日	理事会
6月	 4 日	亀田郷一斉清掃
	 8 日	事業部会
	 26日	総務部会
	 〃	理事会
	 27日	監事会
	 29日	新潟市土地基盤整備促進協議会総会
7月	4 ・ 5 日
	 	�新潟市土地基盤整備促進協議会 

北陸農政局訪問
	 12日	理事会

	 21日	臨時総代会
	 31日	�新潟市土地基盤整備促進協議会 

農林水産省・財務省訪問
8月	 23日	�土地改良施設整備に係る説明・

要望・意見交換会
	 28日	工事入札
	 29日	監事会
	 〃	理事会
	 30日	環境用水利活用促進部会
9月	 5 日	�亀田郷不法投棄連絡協議会総会
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土地改良区からのお願い

組合員資格得喪通知について（農地法第3条）
　土地改良区の賦課台帳は、組合員皆さまからの届出に
よって更新されます。農地を売ったり買ったりした場合は、
速やかに「組合員資格得喪通知書」をご提出ください。手
続を怠りますと農地を移動したのにいつまでも組合費が掛
かることになります。
　なお、「組合員資格得喪通知書」をご提出いただいた際は、
土地改良区の方で賦課地の調査等行い、場合によっては必
要な手続きをお願いしますので、ご理解、ご協力の程お願
い申し上げます。

油の流出事故防止について（お願い）
　一年を通して用水路・排水路への油の流出事故が絶えま
せん。
　消防署や警察署から農家の皆さまへ、小分け中にその場
から離れたり、バルブを閉め忘れたり、配管ホースの破損
の確認等についての啓発をお願いされております。
　家庭用、園芸用問わず油などの流出は火災の危険性だけ
でなく周辺の自然環境にも深刻な影響を与えかねません。

農地の転用について（農地法第４条・第５条）
　ご自分の農地を自ら転用する場合や農地を売ったり貸し
たりして転用する場合、土地改良区への申請と共に決済金
を納入していただきます。
　農地が転用されると、償還金や施設の維持管理費を周辺
の農地が負わなければならず、少しでも組合員皆さまの負
担を軽減するための措置ですので、ご理解の程お願い申し
上げます。
　農地を転用するときの決済金は次のとおりとなります。
　　田　  65万円（1,000㎡当たり）
　　畑　16.3万円（1,000㎡当たり）

他目的使用について
　土地改良区が管理する農道や水路を農業以外の目的で使
用する場合、土地改良区の許可が必要となりますので、速
やかに「土地改良財産他目的使用申請書」をご提出くだ
さい。
　使用期間は最大で５年間です。引き続き使用する場合も
更新手続きが必要です。
　無断で使用している場合、直ちに撤去命令を発し、原形
に復するため復旧工事等の費用をご負担いただきます。
　なお、広告看板は許可いたしません。
　他目的使用に伴う使用料は次のとおりとなります。
　１．使用料金（５年分）
　　① 乗入れ （橋など）	 １㎡当たり	 7,200円／５年間
　　② 浄化槽排水	 １人槽当たり	 1,800円／５年間
　　③ ガス管・上下水道管	 家庭引込	 免除
　２．消費税（現行８％）

手数料について
　土地改良区の許可書、同意書、意見書又は証明書その他
これに類する文書を交付する場合は、手数料として1,080円
（事務手数料＋消費税）を納入いただきます。

申請様式のダウンロード
　土地改良区への申請や届出、申込みの際の申請様式が
ホームページからダウンロードできます。印刷のうえ必要
事項を記入して頂くか、パソコン上で直接入力後印刷頂い
ても構いません。 Excel（エクセル）形式とWord（ワード）
形式をご用意しましたのでご利用ください。
　なお、ご提出いただく際は、関係図面や関係資料の添付
を要しますので、ご不明な点は、土地改良区本部又は本部
１Ｆの各地区事務所へお問い合わせください。
　ホームページアドレスは次のとおりです。

http://www.kamedagou.jp/download/

賦課内訳書の確認について
　賦課令書の配布に併せて賦課内訳書もお送りしておりま
す。今一度、現在ご自身がお持ちの農地をご確認いただき
ますようお願い申し上げます。
　何かお気付きの点やご不明な点等ございましたら、地区
事務所までお問い合わせください。
　ご指摘の点につきましては、実地調査し、所定の手続き
を行った上で処理させていただきます。

　万が一農地にまで汚染が広がってしまいますと、作付け
補償や土壌改良などその補償は計り知れません。
　また、流出事故がおこりますと消防署、警察署、新潟市、
新潟県、土地改良区などの関係機関による現場検証が行わ
れる事になります。
　今一度身の回りの屋外・屋内の貯蔵施設をご確認頂きま
すようお願いします。
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亀田郷地域センターだより亀田郷地域センターだより
一般財団法人 亀田郷地域センター

〒950-0148
　新潟県新潟市江南区

東早通１丁目２番25号
（亀田郷土地改良区２階）

T E L（ 0 2 5 ）3 8 1 － 7 8 1 6
F A X（ 0 2 5 ）3 8 1 － 1 2 1 5
HP　http://www.kchiikicenter.jp
メール　chiikicenter@kamedagou.jp地域センターは、農家の皆様をご支援し、農業の発展を通して地域に貢献いたします。

平成29年６月４日（日）、土地改良区となりの田んぼで、恒例の田植え体験会を開催しました。
多くの家族連れで賑わい、笑顔で田植えを楽しみました。

昼食タイムで行われた、TeNY（テレビ新潟）の櫻井梨子アナウ
ンサーと新潟農業普及指導センターの渡辺課長代理の掛け合いによ
る、「お米クイズ大会」も大好評、おいしい地元産コシヒカリのお
にぎりを食べながら、子供達はクイズに答えていました。

ほかにも、新潟医療生協による健康チェックコーナーや農業者会
議による軽トラ野菜市コーナーがあり、会場を盛り上げてくれま
した。

　新潟大学伊藤忠雄名誉教授主宰のもと、平成24年10月にスタートした新潟農業経営塾が、
このたび、目標としていた回数の第30回を迎えたため、閉講する事となりました。
　スタートから５年間、年６回のペースで開講し、毎回、第一線で活躍する県内の農業経営者を
講師にお招きし、のべ1,800名を超える方々から聴講頂きました。
　最終となった第30回開講（H29.8.2）では、伊藤名誉教授がこれまでを振り返り、感謝の
言葉を述べられました。

新潟農業経営塾　閉講

田植え体験会

新潟農業経営塾　講師

閉講を記念し、特別講座が開催されます。
１．日時　平成29年12月２日（土）午後１時30分～３時30分
２．場所　亀田郷土地改良区
３．内容　パネルディスカッションほか　テーマ１「水田農業の平成30年産以降を考える」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テーマ２「農業法人における人材育成」

回 年月日 法人名 役職 講師氏名（敬称略） 住所
1 H24.10.03 （有）神林カントリー農園 代表取締役 忠　　　聡 村上市（旧神林村）
2 H24.12.06 （有）フジタファーム 代表取締役 藤田　　毅 新潟市西蒲区（旧岩室村）
3 H25.02.06 （有）エーエフカガヤキ 代表取締役 立川　幸一 新潟市江南区（旧横越町）
4 H25.04.03 （農）大潟ナショナルカントリー 代表理事 竹田　香苗 上越市大潟区
5 H25.06.05 飯塚農場 代表 飯塚　恭正 南魚沼市
6 H25.08.07 （有）山波農場 代表取締役 山波　　剛 柏崎市
7 H25.10.02 （株）神谷生産組合 代表取締役 丸山　信昭 長岡市神谷
8 H25.12.04 （株）千手 代表取締役 柄澤　和久 十日町市中屋敷（旧川西町）
9 H26.02.05 （有）白根グレープガーデン 代表取締役 笠原　節夫 新潟市南区（旧白根市）

10 H26.04.02 （有）穂海農耕／（株）穂海 代表取締役 丸田　　洋 上越市（旧板倉町）
11 H26.06.04 （有）ワイエスアグリプラント 代表取締役 藤田　一雄 新潟市西蒲区（旧西川町）
12 H26.08.06 （有）農園ビギン　 代表取締役 南雲　信幸 小千谷市坪野
13 H26.10.01 （有）ファーミング・スタッフ 代表取締役 安野　検一 柏崎市西山町内方
14 H26.12.03 （有）グリーンファーム清里 代表取締役 保坂　一八 上越市（旧清里村）
15 H27.02.04 （農）木津みずほ生産組合 代表理事 坪谷　利之 新潟市江南区（旧横越町）
16 H27.04.01 朝妻農園 代表 朝妻　幸雄 新潟市西区
17 H27.06.03 （株）新潟ゆうき 代表取締役 佐藤　正志 村上市（旧神林村）
18 H27.08.05 （農）旭アグリカントリー 代表理事 大滝　政一 上越市（旧吉川町）
19 H27.10.07 （有）グリーンズプラント巻 代表取締役 若林　　馨 新潟市西蒲区（旧巻町）
20 H27.12.02 （株）曽我農園 代表取締役 曽我　新一 新潟市北区木崎
21 H28.02.03 （株）エフ・エフ・エス　フラワーファームしろね 代表取締役 吉澤　　仁 新潟市南区下八枚（旧白根市）
特 H28.03.26 内閣官房　TPP 政府対策本部 企画官 吉田　竹志 （元 北陸農政局 新潟農政事務所長）
22 H28.04.06 （有）グリーン 代表取締役 平石　　博 長岡市飯塚（旧越路町）
23 H28.06.01 （株）新耕農産 代表取締役 板垣　栄一 村上市桃川（旧神林村）
24 H28.08.03 （有）佐々木耕起組合 代表取締役 後藤　和已 新発田市佐々木
25 H28.10.05 苗場高原生産組合 代表（組合長） 柳　　恵一 十日町市星峠（旧松代町）
26 H28.12.07 （株）ふるさと未来 代表取締役 高橋　賢一 上越市上直海（旧柿崎町）
27 H29.02.01 （農）濁川生産組合 会長理事 田村　良雄 新潟市北区
28 H29.04.05 （有）高儀農場 代表取締役 高橋　治儀 新潟市北区
29 H29.06.07 （農）第四生産組合 組合長 竹野　勝行 弥彦村
30 H29.08.02 （農）ファーム小栗山 代表理事 三沢　孝喜 見附市


